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■CP610
１．プロトコルを意識することなく、CC-Link IE TSNのマスタ局/ローカル局を開発できます。
２．お客様のハードウェア仕様やアプリケーションに応じて、カスタマイズできるサンプル

コードを提供します。
３．MPUやOSを自由に選定することができます。
４．ソースコード開発キットに同梱されているCC-Link IE TSN設定ツールを使用して、

CC-Link IE TSNマスタ局/ローカル局のパラメータの設定や診断ができます。
■CP620
１．GbE-PHYを一体化していますので、通信回路のパターン設計が容易です。

また、CPUやGbE-PHY周辺の部品・回路が少ないため、開発する基板をコンパクトに
することができます。

２．お客様のハードウェア仕様やアプリケーションに応じて、カスタマイズできる
サンプルコードを提供します。

３．H/W-RTOSを搭載していますので、CPU負荷低減することができ、開発機器の
低消費電力を実現します。
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１．PC上で動作するソフトウェアプロトコルスタックです。
高性能なPC、安価なPCに関係なく、様々なシステムを構築できます。

２．CANopenⓇ準拠のAPIです。CANopenⓇ対応製品を開発した
お客様が容易にCC-Link IETSN対応機器を開発できます。

３．ソースコード同梱版はお客様にてカスタマイズが可能です。
機能拡張や異なる開発環境への移植が可能です。
また、ライブラリ版は安価にシステムを構築できます。
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